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日 時：平成２６年３月２４日（月） 

１０：３０～ １１：２０ 

場 所：尾鷲市役所３階 第２・第３委員会室 

 

１ 開 会 

 

 

 ２ 会長挨拶 

 

 

３ 平成２６年度事業計画（案）及び予算（案）について 

 

 

 ４ 交通政策基本法等について 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 
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開会：午前１０時３０分 開会：午前１０時３０分 開会：午前１０時３０分 開会：午前１０時３０分 

１ 開会 １ 開会 １ 開会 １ 開会 

（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

定刻となりましたので、ただいまから平成２５年度「第３回尾鷲市地域公共交通活性化

協議会」を開会させていただきます。 

本日の会議ですが、ただ今の出席者は１３名であります。規約第８条第１項の規定によ

り、委員の半数以上の出席がありますので、会議が成立していることを報告いたします。 

申し訳ございませんが、会議の進行上、携帯電話はマナーモードの設定をお願いします。 

本日、配布している資料につきまして、事務局より説明があります。 

 

（事務局 大和） （事務局 大和） （事務局 大和） （事務局 大和） 

それでは、会議資料の確認をさせていただきます。 

本日の会議資料といたしましては、｢会議次第｣、「配席図」、「平成２６年度尾鷲市地域公

共交通活性化協議会事業計画（案）」、「平成２６年度尾鷲市地域公共交通活性化協議会予算

書（案）」、「交通政策基本法案」となりますのでご確認ください。 

不足、不備等がございましたら、お申し付けくださいますようお願いします。 

 

２ 会長挨拶 ２ 会長挨拶 ２ 会長挨拶 ２ 会長挨拶 

（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

それでは本日の会議でございますが、会議次第に従いまして進行させていただきますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

それでは次第の２の、会長からご挨拶いただきたいと存じます。 

 

（会長 山口副市長） （会長 山口副市長） （会長 山口副市長） （会長 山口副市長） 

会長挨拶 会長挨拶 会長挨拶 会長挨拶 

今回で３回目の協議会となりますが、私はこの協議会に初めて参加させていただきます

のでよろしくお願いします。この協議会は、公共交通の利便性を高めより多くの方に利用

していただけるよう改めていく場であります。 

今年度は、時刻の改正や路線の変更要望などをいただき、ハラソ線の天満地区への乗り

いれ、須賀利地区のバス停の増設・時刻改正など行ってきております。また、今月から須

賀利地区のバスに電動ステップと手すりを整備し、また、尾鷲地区の車両につきましても、

６月から須賀利地区と同様に電動ステップと手すりの付いたバスの導入を予定しています。 

今後におきましても、日常からこの方が良いのではとの話がございましたら事務局まで

ご連絡いただきますようお願いします。本日のご審議をよろしくお願いします。 

 

３ 平成２６年度事業計画（案）及び予算（案）について ３ 平成２６年度事業計画（案）及び予算（案）について ３ 平成２６年度事業計画（案）及び予算（案）について ３ 平成２６年度事業計画（案）及び予算（案）について 
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（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

ありがとうございました。 

次に、次第の３、「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６年度予算（案）につい

て」、事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局 北村補佐） （事務局 北村補佐） （事務局 北村補佐） （事務局 北村補佐） 

それでは、「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６年度予算（案）」について、一

括してご説明いたします。 

失礼いたしまして、座って説明させていただきます。 

お手元の「平成２６年度尾鷲市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）」をご覧願いま

す。 

まず、１の会議の開催についてですが、生活交通ネットワーク計画の策定や路線の改善

に向けた協議など、計４回の協議会開催を予定しております。 

２から５のふれあいバス４路線の運行につきましては、必要に応じて改善等も視野に入

れ、運行を継続することとしております。 

次に、６の尾鷲市地域公共交通時刻表の作成につきましては、ダイヤ等の変更に応じて、

交通時刻表を作成することとしております。 

７の情報提供ですが、引き続き、ふれあいバスについての情報のほか、本協議会の会議

内容等をホームページにより配信し、情報提供を行うこととしております。 

最後に、８の地域公共交通システム調査につきましては、尾鷲市内の公共交通不便地域

をどのようにすれば解消できるか、職員の手で行っていこうと考えており、秋にはその方

向性をお示したいと、その作業を進めているところであります。 

これらの事業は、下段の事業スケジュールのとおり実施してまいりたいと考えておりま

す。 

続きまして、｢平成２６年度予算（案）｣について、ご説明させていただきます。 

お手元の｢平成２６年度尾鷲市地域公共交通活性化協議会予算書（案）｣をご覧願います。 

表紙をめくっていただきまして、１ページをご覧ください。平成２６年度予算は、第１

条で歳入歳出予算の総額それぞれ７８万９千円と定めるものであります。 

 予算の内訳についてご説明いたします。５ページをご覧願います。 

まず、歳入ですが、１款「分担金及び負担金」、１項「負担金」、１目「負担金」本年度

予算額７８万６千円は、尾鷲市よりの負担金を計上しております。 

次に、２款「繰越金」、及び３款「諸収入」の１項「預金利子」、２項「雑入」につきま

しては、前年と同額の１千円を各々計上しております。 

 

次のページ歳出ですが、１款「総務費」、１項「総務管理費」、１目「会議運営費」本年

度予算額は２０万７千円で、内訳といたしましては１節「報酬」１５万９千円、これは報
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酬受領対象委員に対する報酬であります。 

９節「旅費」４万３千円、これは委員の会議等出席に対する費用弁償であります。 

 １１節「需用費」５千円は事務消耗品費であります。 

 なお、昨年度比１千円の増でございますが、これは委員の変更により旅費の増が理由と

なっております。 

 次に、２目「事務局費」本年度予算額２万７千円で、内訳といたしましては１１節「需

用費」、１２節「役務費」をそれぞれ説明欄のとおり計上いたしました。 

 なお、昨年度比１千円の増でございますが、これは消費税率変更により通信運搬費の増

が理由となっております。 

次に、２款「事業費」、１項「事業推進費」、１目「広報公聴費」本年度予算額５０万４

千円は、公共交通時刻表１万２千部作製にかかる印刷製本費を計上しております。 

３款「諸支出金」、１項「償還金及び還付加算金」、１目「償還金及び還付加算金」、本年

度予算額１千円は、決算に伴う負担金清算の返還分となります。 

 ４款「予備費」、１項「予備費」、１目「予備費」は、本年度予算額として５万円を計上

しております。 

 なお、昨年度比５万円の減でございますが、これは数年来不用額が多いことから減額し

たことが理由となっております。 

 以上が、「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６年度予算（案）」についてのご説

明であります。 

 よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願いいたします。 

 

（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

ただいま、事務局より説明がありました。これに関して、何かご質問やご意見等がござ

いましたらご発言をいただきたいと存じます。 

    

（上村委員） （上村委員） （上村委員） （上村委員） 

事業計画書（案）の(2)～(5)については現状維持をするということでしょうか。須賀利

地区については、島勝で乗り継ぎがあるので冬場などはとくに大変なことを聞きます。そ

の乗り継ぎ時間の短縮などもふくめ、直通便を望む声がありますが。 

 

（事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） 

三重交通の島勝線との競合の観点からできないことと、島勝線を須賀利へ延長してもら

うことについては、須賀利地区内の道路幅が狭く、須賀利地区の方が望む旧須賀利小学校

まで入れません。乗り継ぎ時間はバスの遅れも考慮し１０分に設定しており、バス停につ

いても課題と認識しております。来年度の交通システム調査において市全体の交通システ

ムを検討する中で須賀利についても検討していきたいと思います。 
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（上村委員） （上村委員） （上村委員） （上村委員） 

市民はふれあいバスの運行に感謝しておりますが、みんなで話をすると必ずバスのこと

が話題となるのでよろしくお願いします。 

    

（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

他にありませんでしょうか。それでは、「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６

年度予算（案）」について、お諮りさせていただきます。 

「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６年度予算（案）」について、ご承認いた

だけますか。 

    

（「異議なし」の声） （「異議なし」の声） （「異議なし」の声） （「異議なし」の声） 

 

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 

ありがとうございます。「平成２６年度事業計画（案）」及び「平成２６年度予算（案）」

について、原案のとおり承認いたします。 

    

５ その他 ５ その他 ５ その他 ５ その他 

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 

次第の４の「交通政策基本法等について」ですが、岩松委員からの説明をいただく予定

ですが、まだみえておりませんので、先に次第の５の「その他」について、事務局から報

告をお願いします。 

 

（事務局 大和） （事務局 大和） （事務局 大和） （事務局 大和） 

委員皆様の任期についてですが、協議会規約第６条で２年と定められており、その任期

が今年の３月３１日に満了を迎えます。ありがとうございました。 

新年度の４月１日以降につきましても、皆様のお力添えを引き続き賜りたく思っており、

改めて御同意をお聞きした後に、４月１日付で期間を２年間とする委嘱状を郵送させてい

ただきたいと考えておりますので、今後もどうぞ御協力の程、よろしくお願いいたします。 

 また、事務局の体制についてですが、奥村室長が今年度をもって退職します。新しい室

長として、北村補佐が、補佐兼政策調整係長には本日同席しております、人づくり支援係

長の芝山が就任します。担当は引き続き大和が行わせていただく予定でおりますので、今

後ともよろしくお願いいたします。 

    

４ 交通政策基本法等について ４ 交通政策基本法等について ４ 交通政策基本法等について ４ 交通政策基本法等について 

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 
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それでは、次第の４の「交通政策基本法等について」ですが、施行されて間もない交通

政策基本法やそれに関連する法律の見直しなどにつきまして、国土交通省中部運輸局三重

運輸支局の岩松委員さまから、おもにこの協議会に関することについてご説明いただきた

いと思います。岩松委員さまよろしくお願いします。 

 

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 交通政策基本法は１２月４日に公布、施行され、憲法と個別法をつなぐ法律として、国

の交通体系を定めたもので、現在交通政策が国の重要な課題と位置づけられております。 

国際競争の激化・我が国経済の低迷、災害に強い国土・地域づくりなどのことから法律

ができました。国における議論の中では、資料の例えばの矢印二つ目の「危機的状況にあ

る地域の公共交通の確保・改善」というところが大きな課題として議論となりました。 

 資料を一枚めくっていただいて、交通政策基本法を受けて、平成１９年度制定の地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律が使い勝手が悪いこともあり、２月に改正法案が閣

議決定され、今国会で議論されています。国会で可決成立した場合には、６ヶ月以内の施

行ということで、秋頃には施行となる見込みです。 

 地域公共交通の活性化及び再生に関する現行の法律では、地域公共交通総合連携計画を

作成し、その計画を進めていただくこととしていますが、資料の下の方ですが、問題点と

して、①連携計画の多くは民間バスが廃止された路線について、コミュニティバスなどで

代替するための単体の計画にとどまっていませんか。②数少ない交通ネットワーク全体を

対象とした連携計画も一部作成されたが、まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体的

な取組みに欠けていませんか。③ＬＲＴ、地方鉄道以外による地域公共交通網の再編につ

いては、実効性を担保する措置が講じられていないのではありませんか。ということがあ

りました。 

地域公共交通の活性化・再生法では、ＬＲＴ整備やＢＲＴ整備、海上運送高度化、乗継

円滑化、鉄道再構築・再生には、法律上の特例がありますが、コミュニティバスは国の特

例を受けにくくなっています。 

資料を一枚めくっていただいて、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を

改正する法律案では、改正のポイントとして、作成する計画が、地域公共交通総合連携計

画から地域公共交通網形成計画となり、これは、コンパクトシティの実現に向けた取組み

との連携、地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成を図る必要がありま

す。これまで連携計画は市町村が協議会を開催し策定できることとしていましたが、今後

は都道府県でも協議会を開催し策定できることとなります。 

 

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 

ただいま、岩松委員より説明がありました。これに関して、何かご質問やご意見等がご

ざいましたらご発言をいただきたいと存じます。 
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（上村委員） （上村委員） （上村委員） （上村委員） 

補助率はどのようになるのでしょうか。 

    

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 事業の各々で補助率は違います。国の予算しだいで、対象者に配分するのでそれによっ

て率は変わってきます。    

    

（上村委員） （上村委員） （上村委員） （上村委員） 

ふれあいバスへの補助金については、平成２６年度は３０６億円を各市町に配分する形

でしょうか。 

 

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 ふれあいバスへの補助金については、これまでと同じ仕組みで、地域公共交通網形成計

画が無くても補助金を受けられます。地域公共交通網形成計画を作ることによって、特例

措置を受けることができるようになります。 

    

（上村委員） （上村委員） （上村委員） （上村委員） 

補助金の審査は厳しくなるのでしょうか。 

    

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 これまでよりも簡素化が図られます。これまでは、ルールに基づかないとダメでしたが、

今後はこの活性化協議会において事業計画が承認されれば事業を実施できることとなりま

す。 

    

（事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） 

資料３ページの改正のポイント１で、県が開催する協議会は、どのような地域が対象で

すか。尾鷲市と紀北町の地域で協議会の設置は可能ですか。 

    

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 県の協議会は県全域が対象となります。現行制度においても複数市町にまたがる協議会

は設置可能です。 

 

（事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） 

ふれあいバス須賀利地区についてですが、須賀利地区から市街地直通便について、担当

が三重運輸支局さんに伺うとダメだと言われていますがどうしてでしょうか。 
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（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 複数路線があると単純に乗客は半分となり、片方が運賃が安ければそちらの利用が多く

なり、もう一方の路線は廃止となると思われます。そうなると住民の方が困ることにもな

るのではないでしょうか。 

    

（事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） （事務局 奥村室長） 

交通形態が須賀利巡航船からふれあいバスに変わってきており、直通便を走らせたとし

ても、ふれあいバス運行開始以前の乗客水準となると考えられるのですが。 

 

（岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） （岩松委員） 

 須賀利地区の事情について、詳しく分からないのですみません。 

    

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 

他に、何かご質問やご意見等はございませんでしょうか。 

    

５ その他 ５ その他 ５ その他 ５ その他 

（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長）（豊福議長） 

それでは、会議次第５の「その他」ですが、何かございますか。 

 

（豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） （豊福議長） 

何もないようですので、以上をもちまして、平成２５年度「第３回尾鷲市地域公共交通

活性化協議会」を閉会させていただきます。お疲れ様でした。 


